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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第153期

第３四半期連結
累計期間

第154期
第３四半期連結
累計期間

第153期
第３四半期連結
会計期間

第154期
第３四半期連結
会計期間

第153期

会計期間

自平成21年
４月１日
至平成21年
12月31日

自平成22年
４月１日
至平成22年
12月31日

自平成21年
10月１日
至平成21年
12月31日

自平成22年
10月１日
至平成22年
12月31日

自平成21年
４月１日
至平成22年
３月31日

営業収益（千円） 15,430,33916,415,7195,176,6485,590,36420,319,930

経常利益又は経常損失（△）

（千円）
△90,998 95,555 △71,983 36,083△291,739

四半期純利益又は四半期（当期）

純損失（△）（千円）
△107,231 230,765△79,539 148,367△377,302

純資産額（千円） － － 15,459,11915,444,67015,316,094

総資産額（千円） － － 21,475,62521,706,73520,666,382

１株当たり純資産額（円） － － 2,016.462,013.161,997.05

１株当たり四半期純利益金額又は

四半期（当期）純損失金額（△）

（円）

△14.10 30.34 △10.46 19.51 △49.61

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 71.4 70.5 73.5

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
369,175 431,624 － － 709,178

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△192,385△280,484 － － △196,197

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△219,710 405,004 － － △894,535

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 3,424,3273,570,6633,016,479

従業員数（人） － － 579 583 559

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載してお

りません。　

３．営業収益には、消費税等は含んでおりません。　
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。　

 

３【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。　

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成22年12月31日現在

従業員数（人） 583 (94)

　（注）　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は（　）内に当第３四半期連結会計期間の平均人員を外書で記載して

おります。

 

(2）提出会社の状況

 平成22年12月31日現在

従業員数（人） 408     

　（注）　従業員数は、就業人員であります。
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第２【事業の状況】

１【営業の状況】

　当社グループの主たる事業は、倉庫業を中心とした貨物の保管・荷役業務、港湾運送業務、貨物運送取扱業務、通関業

務及び流通加工業務等を行う国内物流事業及び国際複合一貫業務（ＮＶＯＣＣ）を中心とした海外輸送業務、海外と

の輸出入貨物取扱業務及び海外での現地作業等を行う国際物流事業であり、セグメントごとの営業収益及び取扱高等

を示すと以下のとおりであります。

　

(1）セグメントごとの営業収益

セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

前年同四半期比（％）

国内物流事業（千円） 4,746,420 －

国際物流事業（千円） 813,350 －

報告セグメント計（千円） 5,559,771 －

その他（千円） 34,583 －

合計（千円） 5,594,354 －

　（注）１．セグメント間の内部取引消去前の数値によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(2）セグメントごとの取扱高等

（国内物流事業）

　①倉庫業の入出庫高及び保管残高

　　・普通倉庫　

区分

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日） 前年同四半期比（％）

数量（トン）

入庫高 274,996 100.3

出庫高 296,291 96.3

保管残高
期末 211,087 99.3

期中平均 219,870 98.0

　（注）数量には、再保管にかかる取扱高を含んでおります。

 

　　・冷蔵倉庫

区分

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日） 前年同四半期比（％）

数量（トン）

入庫高 22,051 99.4

出庫高 23,163 90.3

保管残高
期末 17,332 102.6

期中平均 17,925 97.0

　（注）数量には、再保管にかかる取扱高を含んでおります。
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　②港湾運送業の取扱トン数

区分
当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

前年同四半期比（％）

船内荷役（トン） 161,864 134.9

荷捌（トン） 355,505 127.2

船積（トン） 43,936 83.3

 

　③貨物運送取扱業務、通関業務及び流通加工業務等については、取扱実績の明示が困難でありますので記載を省略し

ております。

 

（国際物流事業）

　国際物流事業については、取扱実績の明示が困難でありますので記載を省略しております。　　

　

２【事業等のリスク】

　　当第３四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。　

　　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクに重要な変更はありません。　

　

３【経営上の重要な契約等】

　　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。 

 

(1）業績の概況　

　当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、アジア諸国を中心とする新興国の成長等により回復基調を維

持したものの、デフレや円高による企業収益への影響など、先行き不透明な状況で推移いたしました。

　物流業界におきましては、輸出入貨物は回復傾向にありますが、物流の合理化、高品質化への要求がますます強ま

り、これら顧客ニーズに迅速に対応していくことが求められており、大変厳しい経営環境が続いております。

　このような状況のもと、当社グループは、北関東物流の構築、輸配送業務の強化、ＮＶＯＣＣ業務の強化等に積極的

に取り組んでまいりました。

　この結果、当第３四半期連結会計期間の営業収益は前年同期比8.0％増の5,590百万円、営業利益は41百万円（前年

同期は営業損失69百万円）、経常利益は36百万円（前年同期は経常損失71百万円）、特別利益に固定資産税売却益

289百万円、過年度固定資産税還付金75百万円、特別損失に減損損失136百万円を計上したため、四半期純利益は148

百万円（前年同期は四半期純損失79百万円）となりました。

　

　セグメントの業績は、次のとおりであります。

①国内物流事業

　　　　国内物流事業においては、前年同期に比べ船内荷役業務の回復や輸出入貨物が増加したことにより港湾運送業務、

貨物運送取扱業務、通関業務、流通加工業務等は増加しました。貨物運送取扱業務については、平成22年6月から配

送業務の新規受託があり、営業収益は増加しました。しかし、倉庫業務については、前年同期に比べ出庫高及び保

管高が減少したことにより、低調に推移いたしました。

　　　　この結果、営業収益は4,746百万円、セグメント利益は166百万円となりました。

②国際物流事業

　　　　国際物流事業においては、前年同期に比較してアジアからの輸出入貨物が増加したことにより、営業収益、セグメン

ト利益とも前年同期を上回りました。

　　　　この結果、営業収益は813百万円、セグメント利益は29百万円となりました。

　

　　　　なお、不動産の賃貸事業及び物流資材の販売事業等のその他事業は、営業収益34百万円、セグメント利益７百万円と

なりました。

　

(2）キャッシュ・フローの状況

　　　当第３四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、税金等調整前四半期純利益が

263百万円となり、減価償却費、定期預金の増加、長期借入金の返済による支出等により前四半期連結会計期間末よ

り228百万円減少し、当第３四半期連結会計期間末には3,570百万円となりました。

　　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　　　当第３四半期連結会計期間における営業活動の結果獲得した資金は、247百万円（前年同期は100百万円の使用）と

なりました。これは主として、税金等調整前四半期純利益263百万円、減価償却費229百万円、有形固定資産売却損益

289百万円、売上債権の増加額294百万円によるものであります。

　　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　　　当第３四半期連結会計期間における投資活動の結果使用した資金は、349百万円（前年同期比293百万円増加）とな

りました。これは主として、定期預金の増加額600百万円、有形固定資産の売却による収入291百万円によるものであ

ります。

　　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　　　当第３四半期連結会計期間における財務活動の結果使用した資金は、129百万円（前年同期比86百万円減少）となり

ました。これは主として、長期借入金の返済による支出99百万円、配当金の支払額30百万円によるものであります。

  

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動　

　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。　

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありま

せん。　
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 30,000,000

計 30,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成22年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年２月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容
（注）　

普通株式 8,258,322 8,258,322
大阪証券取引所

市場第二部

単元株式数

100株

計 8,258,322 8,258,322 － －

（注）単元株式数については、平成22年７月１日をもって、1,000株から100株に変更いたしました。　

 

（２）【新株予約権等の状況】

　　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。　

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成22年10月１日～

平成22年12月31日　　
－ 8,258,322 － 2,108,000 － 1,862,230

 

（６）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。  
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（７）【議決権の状況】

　　

①【発行済株式】

 平成22年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －　

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 　　653,700 － －

完全議決権株式（その他） 　普通株式　 7,603,900 76,039 －

単元未満株式 　普通株式　　 　　722 － －

発行済株式総数 8,258,322 － －

総株主の議決権 － 76,039 －

（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には証券保管振替機構名義の株式が1,000株（議決権の数10個）が含まれ

ております。

 

②【自己株式等】

 平成22年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

　川西倉庫株式会社
神戸市兵庫区七宮町１－

４－16
653,700 － 653,700 7.91

計 － 653,700 － 653,700 7.91

 　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 569 569 472 470 459 472 485 490 480

最低（円） 566 471 452 437 395 404 423 474 411

　（注）　最高・最低株価は、大阪証券取引所市場第二部におけるものであります。

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間

（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連結

会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成22年４月１日から

平成22年12月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平

成21年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び当第３四半

期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表について、神陽監査法人

による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,272,228 3,119,912

受取手形及び営業未収入金 ※3
 3,455,827 2,905,268

繰延税金資産 99,142 101,278

その他 386,052 327,122

貸倒引当金 △3,348 △1,248

流動資産合計 8,209,903 6,452,333

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 6,492,625

※1
 6,835,493

機械装置及び運搬具（純額） ※1
 428,830

※1
 514,711

工具、器具及び備品（純額） ※1
 76,709

※1
 86,230

土地 2,158,442 2,159,417

リース資産（純額） ※1
 26,338

※1
 33,182

建設仮勘定 84,476 85,865

有形固定資産合計 9,267,423 9,714,900

無形固定資産

港湾等施設利用権 1,484,324 1,484,324

その他 506,470 728,817

無形固定資産合計 1,990,795 2,213,142

投資その他の資産

投資有価証券 1,018,938 1,065,604

長期貸付金 202,030 182,525

差入保証金 920,625 940,597

繰延税金資産 23,705 22,989

その他 80,474 81,442

貸倒引当金 △7,160 △7,154

投資その他の資産合計 2,238,614 2,286,006

固定資産合計 13,496,832 14,214,048

資産合計 21,706,735 20,666,382
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び営業未払金 ※3
 2,009,598 1,816,014

短期借入金 968,418 538,418

未払法人税等 94,610 29,783

賞与引当金 66,812 219,092

役員賞与引当金 1,800 1,500

その他 502,627 332,924

流動負債合計 3,643,867 2,937,733

固定負債

長期借入金 1,124,000 1,072,000

繰延税金負債 307,360 248,620

退職給付引当金 954,530 849,484

その他 232,306 242,448

固定負債合計 2,618,197 2,412,554

負債合計 6,262,064 5,350,287

純資産の部

株主資本

資本金 2,108,000 2,108,000

資本剰余金 1,862,230 1,862,230

利益剰余金 11,855,252 11,700,538

自己株式 △585,825 △585,371

株主資本合計 15,239,658 15,085,398

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 112,292 141,116

為替換算調整勘定 △42,665 △37,801

評価・換算差額等合計 69,627 103,314

少数株主持分 135,385 127,380

純資産合計 15,444,670 15,316,094

負債純資産合計 21,706,735 20,666,382
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

営業収益 15,430,339 16,415,719

営業原価 14,182,838 15,037,930

営業総利益 1,247,500 1,377,788

販売費及び一般管理費 ※
 1,349,081

※
 1,290,198

営業利益又は営業損失（△） △101,581 87,590

営業外収益

受取利息 6,167 5,517

受取配当金 13,481 15,609

不動産賃貸料 13,778 13,795

その他 12,261 9,224

営業外収益合計 45,689 44,147

営業外費用

支払利息 30,144 24,054

為替差損 4,959 12,077

その他 3 50

営業外費用合計 35,106 36,181

経常利益又は経常損失（△） △90,998 95,555

特別利益

固定資産売却益 1,389 385,443

貸倒引当金戻入額 9,353 －

過年度固定資産税還付金 － 75,505

ソフトウェア開発契約解除益 21,620 －

その他 2,104 －

特別利益合計 34,469 460,949

特別損失

減損損失 － 136,545

固定資産除却損 3,465 3,307

ゴルフ会員権評価損 12,942 －

その他 61 24

特別損失合計 16,470 139,878

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△73,000 416,627

法人税、住民税及び事業税 22,202 98,031

法人税等調整額 3,415 79,336

法人税等合計 25,618 177,367

少数株主損益調整前四半期純利益 － 239,259

少数株主利益 8,613 8,493

四半期純利益又は四半期純損失（△） △107,231 230,765

EDINET提出書類

川西倉庫株式会社(E04317)

四半期報告書

13/24



【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成22年12月31日)

営業収益 5,176,648 5,590,364

営業原価 4,799,487 5,120,957

営業総利益 377,160 469,406

販売費及び一般管理費 ※
 446,766

※
 428,106

営業利益又は営業損失（△） △69,605 41,300

営業外収益

受取利息 2,253 2,241

受取配当金 476 550

不動産賃貸料 4,039 3,863

その他 3,543 2,444

営業外収益合計 10,313 9,100

営業外費用

支払利息 9,562 8,023

為替差損 3,128 6,244

その他 0 50

営業外費用合計 12,691 14,317

経常利益又は経常損失（△） △71,983 36,083

特別利益

固定資産売却益 60 289,959

貸倒引当金戻入額 △138 －

過年度固定資産税還付金 － 75,505

特別利益合計 △78 365,465

特別損失

減損損失 － 136,545

固定資産除却損 2,024 1,211

ゴルフ会員権評価損 12,942 －

特別損失合計 14,967 137,757

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△87,029 263,791

法人税、住民税及び事業税 6,277 77,570

法人税等調整額 △15,849 35,025

法人税等合計 △9,572 112,596

少数株主損益調整前四半期純利益 － 151,195

少数株主利益 2,082 2,827

四半期純利益又は四半期純損失（△） △79,539 148,367
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△73,000 416,627

減価償却費 715,242 687,841

減損損失 － 136,545

貸倒引当金の増減額（△は減少） △10,319 2,105

退職給付引当金の増減額（△は減少） 23,508 105,045

賞与引当金の増減額（△は減少） △149,289 △152,280

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △100 300

受取利息及び受取配当金 △19,648 △21,126

支払利息 30,144 24,054

有形固定資産除却損 3,465 3,307

有形固定資産売却損益（△は益） △1,389 △385,418

ゴルフ会員権評価損 12,942 －

売上債権の増減額（△は増加） △247,016 △550,559

仕入債務の増減額（△は減少） 56,560 193,583

その他 73,679 11,354

小計 414,779 471,381

利息及び配当金の受取額 20,622 19,794

利息の支払額 △34,986 △27,689

法人税等の支払額 △31,240 △31,861

営業活動によるキャッシュ・フロー 369,175 431,624

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の純増減額（△は増加） － △600,000

有形固定資産の取得による支出 △61,882 △80,072

無形固定資産の取得による支出 △125,028 △23,296

有形固定資産の売却による収入 4,403 422,815

投資有価証券の取得による支出 △2,227 △2,334

投資有価証券の売却による収入 － 1,000

ゴルフ会員権の売却による収入 18,238 －

長期貸付けによる支出 △32,000 △30,000

長期貸付金の回収による収入 6,395 10,495

差入保証金の差入による支出 △3,644 △4,133

差入保証金の回収による収入 2,626 22,060

その他 761 2,980

投資活動によるキャッシュ・フロー △192,358 △280,484

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 299,834 399,999

長期借入れによる収入 － 300,000

長期借入金の返済による支出 △443,000 △218,000

自己株式の取得による支出 － △454

配当金の支払額 △76,055 △76,051

少数株主への配当金の支払額 △489 △489

財務活動によるキャッシュ・フロー △219,710 405,004

現金及び現金同等物に係る換算差額 350 △1,960

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △42,543 554,183

現金及び現金同等物の期首残高 3,466,870 3,016,479

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 3,424,327

※
 3,570,663
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

１．連結の範囲に関する事項の変更 該当事項はありません。　

２．持分法の適用に関する事項の変更 該当事項はありません。　

３．会計処理基準に関する事項の変更  資産除去債務に関する会計基準の適用

　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会

計基準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の

適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用して

おります。

　これによる当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響はありません。　　

 

【表示方法の変更】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式及

び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第３四

半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

　

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式及

び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第３四

半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

　

【簡便な会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

固定資産の減価償却費の算定方法 　定率法を採用している固定資産については、連結会計年度に係る減価償却費

の額を期間按分して算定する方法によっております。　　
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年12月31日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、17,715,192千円で

あります。　

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、18,216,778千円で

あります。　

　２　保証債務

　連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に対

し、債務保証を行っております。　

　２　保証債務

　連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に対

し、債務保証を行っております。　

㈱神戸港国際流通センター  620,400千円 ㈱神戸港国際流通センター 661,980千円

※３　四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につい

ては、手形交換日をもって決済処理をしております。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休

日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手

形が四半期連結会計期間末残高に含まれております。

　３　――――――――――――――――――――――

受取手形  34,797千円

支払手形 18,281千円

 

 

（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額は次

のとおりであります。　

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額は次

のとおりであります。　

報酬及び給料　 724,127千円　

賞与引当金繰入額　  25,382千円

退職給付費用　 71,840千円

減価償却費　 23,177千円

報酬及び給料　 705,616千円　

賞与引当金繰入額　  17,548千円

退職給付費用　 62,674千円

減価償却費　 25,423千円

 

前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額は次

のとおりであります。　

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額は次

のとおりであります。　

報酬及び給料　 299,613千円　

賞与引当金繰入額　 △49,166千円

退職給付費用　 26,371千円

減価償却費　 8,467千円

報酬及び給料　 288,508千円　

賞与引当金繰入額　 △47,436千円

退職給付費用　 20,310千円

減価償却費　 8,551千円
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係　

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係　

（平成21年12月31日現在）　 （平成22年12月31日現在）　

現金及び預金勘定 3,659,112千円

預入期間が３ケ月を超える

定期預金
△234,784千円

現金及び現金同等物 3,424,327千円

現金及び預金勘定 4,272,228千円

預入期間が３ケ月を超える

定期預金
△701,565千円

現金及び現金同等物 3,570,663千円

 

（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　

平成22年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　　8,258,322株

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　　653,708株

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

４．配当に関する事項 

　　配当金支払額 

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日

定時株主総会
普通株式 45,633 6 平成22年３月31日平成22年６月30日利益剰余金　

平成22年11月11日

取締役会
普通株式 30,418 4 平成22年９月30日平成22年12月13日利益剰余金　

 
５．株主資本の金額の著しい変動に関する事項

　該当事項はありません。 
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（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）及び前第３四半期連結累計期間

（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

　総合物流事業の営業収益及び営業利益の金額は、全セグメントの営業収益の合計及び営業利益の金額の合計額

に占める割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

 

【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）及び前第３四半期連結累計期間

（自　平成21年４月1日　至　平成21年12月31日）

　本邦の営業収益は、全セグメントの営業収益の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報

の記載を省略しております。

 

【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）及び前第３四半期連結累計期間

（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

　海外営業収益は、連結営業収益の10％未満であるため、海外営業収益の記載を省略しております。

 

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営

資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は、倉庫事業を事業の中核として、国内外において様々な物流サービスを行っており、「国内物流事

業」及び「国際物流事業」の２つを報告セグメントとしております。

「国内物流事業」は、国内において倉庫業を中心とした貨物の保管・荷役業務、港湾運送業務、貨物運送取

扱業務、通関業務及び流通加工業務等を行っております。

「国際物流事業」は、国際複合一貫輸送業務（ＮＶＯＣＣ）を中心とした海外輸送業務、海外との輸出入

貨物取扱業務及び海外での現地作業等を行っております。　

　

２．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

当第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日）

（単位：千円）

　 報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３
　 国内物流 国際物流 計

 営業収益 　 　 　 　 　 　 　

 　外部顧客への営業収益 13,939,317 2,380,714 16,320,031 95,687 16,415,719 － 16,415,719 

 　セグメント間の内部

　 売上高又は振替高
－ － － 16,028 16,028 △16,028 － 

計 13,939,317 2,380,714 16,320,031 111,715 16,431,747 △16,028 16,415,719 

 セグメント利益  476,719 79,311 556,030 19,580 575,610 △488,020 87,590 
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　　　当第３四半期連結会計期間（自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日）

（単位：千円）

　 報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３
　 国内物流 国際物流 計

 営業収益 　 　 　 　 　 　 　

 　外部顧客への営業収益 4,746,420 813,350 5,559,771 30,593 5,590,364 － 5,590,364 

 セグメント間の内部

 売上高又は振替高
－ － － 3,989 3,989 △3,989 － 

計 4,746,420 813,350  5,559,771 
  34,583

 
5,594,354 △3,989 5,590,364 

 セグメント利益 166,795 29,130 195,926 7,886 203,813 △162,512 41,300 

　（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産の賃貸事業及び物

　　　　　　流資材の販売事業等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額の内容は以下のとおりであります。

（単位：千円）

　 当第３四半期連結累計期間 当第３四半期連結会計期間

 全社費用※ △488,610 △162,743 

 その他の調整額 590 231 

合計 △488,020 △162,512 

※全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　　　３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　当第３四半期連結会計期間（自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日）　

「国内物流事業」セグメントにおいて、事業所の閉鎖及び取り壊しを決定した一部資産について当該資産

の帳簿価額及び解体費用を減損損失に計上しております。なお、当該減損損失の計上額は、当第３四半期連結

会計期間において136,545千円であります。

　

　（追加情報）

　第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21

年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　

平成20年３月21日）を適用しております。　

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年12月31日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 2,013.16円 １株当たり純資産額 1,997.05円

 

２．１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純損失金額 14.10円 １株当たり四半期純利益金額 30.34円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

         

四半期純利益又は四半期純損失（△）（千円） △107,231 230,765

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失

（△）（千円）
△107,231 230,765

期中平均株式数（千株） 7,605 7,604
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前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純損失金額 10.46円 １株当たり四半期純利益金額 19.51円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

         

四半期純利益又は四半期純損失（△）（千円） △79,539 148,367

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失

（△）（千円）
△79,539 148,367

期中平均株式数（千株） 7,605 7,604

 

（重要な後発事象）

　　　該当事項はありません。

 

２【その他】

平成22年11月11日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）中間配当による 配当金の総額  30,418千円

（ロ）１株当たりの金額  4円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日  平成22年12月13日

（注）平成22年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払を行いました。 　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成22年２月10日

川西倉庫株式会社

取締役会　御中
 

神陽監査法人

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 川本　章雄　　印

 

 業務執行社員  公認会計士 因幡　賢　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている川西倉庫株式会社の

平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年

12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、川西倉庫株式会社及び連結子会社の平成21年12月31日現在の財政状態、同

日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。 

　２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成23年２月14日

川西倉庫株式会社

取締役会　御中
 

神陽監査法人

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 川本　章雄　　印

 

 業務執行社員  公認会計士 因幡　賢　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている川西倉庫株式会社の

平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成22年10月１日から平成22年

12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、川西倉庫株式会社及び連結子会社の平成22年12月31日現在の財政状態、同

日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。 

　２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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